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

* 紙媒体⇒使い難く、分かりづらい？

提供場所が限られる

紙だけ増えて、わかりにくい

実際をイメージしづらい

紙

媒

体





＊ソーシャルワーカー(以下SW)
だけが提供していた？

SWが丌在時は・・・

他職種が情報提供しづらい

情報量が多く、分かりにくい





iPadを活かせば･･･




コンパクト化

見える化

共有化

地域と
つなぐ

※共有アプリ

「Dropbox」

を活用！





コンセプト１

とは・・・？







コンセプト２

とは・・・？





例：NPO法人アイキャンの活動
就労風景①





就労風景②





コンセプト３

とは・・・？







これからはこんな場面も・・・




今回の取組みについてのアンケートを実施

調査目的：従来とiPad導入後(Dropboxにて情報を集約/共有)

を使い比べ、取組みの効果と今後期待できる効果

を測定することが目的

調査方法：アンケート配布(４項目を５段階評価)

※自由記載欄あり

調査対象：無作為に抽出した職員50名を対象

(NS/OT/CW/OT/CP/事務)

調査結果：円グラフを用いて従来とiPad導入後を比較

効果と期待







アンケートの考察

より良い
情報提供

iPadの
メリット

従来の
メリット

全体を把握
しやすい！
相手によっ
ては･･･

視覚的で、
興味がわく。
写真や動画

あると
イメージし
やすい。

サービスの質の向上！！
人々の生活の豊かさに！




社会資源現場の動画撮影や取材を行う
⇒活動内容の動画や実際に利用している方、

働く職員の方のインタビュー映像を収録。

の継続

※まずは当院の関連施設を初めとし、徐々に
地域へと範囲を広げていこうと考えている。
(退院前訪問時や施設見学時にiPadを持ってい
くことも検討したい。)





⇒すでに存在するものは活かしつつ、常
に増えている社会資源の情報をiPadで
閲覧し、提供できるようにしておく。

※ と の継続

各パンフレット等をiPadへ取り込む





例：パンフレットの取込み





⇒実際に地域にある社会資源がリスト
アップされ、探しやすくなると同時に、
地図上で位置を確認できるようにマッ
プを作成する。

※マイマップ(Google)を利用

社会資源マップの作成





例：社会資源マップ作成
場所や連絡先も一目で・・・



取組み方法

SWはもちろんNSやOTなど多職種で取材や

作成を行うことで、スタッフの社会資源にお
ける知識も増え、実際に情報提供する際の説
明がより分かりやすくなると考える。

また、多職種で行うことにより、チーム全
体で行う退院支援の質の向上、退院促進へす
ながり、より地域とつながった取組みとなる
と考える。





ご清聴ありがとうございました。


